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甑島の化石を語る     （記事提供：三宅優佳） 

＜其の２＞ 

甑大橋が開通し 1 年を過ぎ、島内の往来が頻繁になりました。その昔、ベーリング海峡が陸続きにな

って渡ることができた時、恐竜たちも初めて見る景色や生きものたちに驚き、感動したのでしょうか。 

その名の通り恐竜時代の海の猛者であったモササウルスは、海の爬虫類としても、また、トカゲの仲

間としてもユニークな特徴を持ち合わせた動物でした。モササウルスには鰭があり、かつ巨大なものが

いた、と前号（其の１）で書きましたが、このたった２つの特徴を獲得するために、彼らは彼らが生き

た約 3000 万年間のうちの約 1000 万年もの時間を費やしました。出現当初のモササウルスは小型で、

短い足を持った長い胴体とそれに続く長く直線的な尾を持った、体型も生活の仕方も現在のカワウソに

似た動物であったと言われています。しかも、のちに大型化したモササウルスはその一生を海で過ごし

たのに対し、この原始的なモササウルスは、その生活の一部を陸で過ごしたと考えられています。巨大

化したことと、完全に水生適用したことにより、モササウルスは白亜紀後期の海における食物連鎖の頂

点に上り詰めました。トカゲの仲間でありながらも水生適応の過程でその携帯を大きく変化させ、なお

かつその大きさや活動レベルにおいてトカゲの一般的な枠組みを遥かに超えたユニークなトカゲの仲

間となったのです。 

ベーリング陸橋を通って恐竜たちは大陸を行き来し、渡った先で独自の進化を遂げました。それがテ

ィラノサウルスであり、トリケラトプスでもあります。甑島がひとつになり、道路事情ひとつをとって

も、目に見えて変化が出てきました。今までの生活とはどうしても変化は生じてきますが、橋が繋がっ

た利点を最大限に生かし、大切な部分を守り続けていくと共に、私たち自身が環境に適応していくこと

で、子や孫の世代が快適に生活できるユニークな甑島が出来上がっていって欲しいものです。 

  

＜其の１＞ 

お盆が過ぎると海にはクラゲが現れる時期となります。クラゲは 1 年中海の中にはたくさんいるので

すが、6 月下旬からお盆の時期にかけてすくすくと育ち、最大サイズにまで成長するため、お盆の時期

にクラゲが大量発生したように見えるそう。加えて、台風などで発生した大波によって、沿岸部まで流

されてくることも理由の一つです。 

地球の表面積の７割を占める海は、恐竜の先祖になる種を含め、たくさんの生物を産み出してきまし

た。その中で恐竜時代の海において、生態系の頂点に君臨していた生物が「モササウルス」でした。白

亜紀後期の海に生息していた有鱗目というトカゲやヘビの仲間で、クジラのように足がヒレに進化し、

完全な水生適応を実現した唯一のトカゲです。完全水生適応の結果、重力から開放されたモササウルス

は、大きなものでは全長１５ｍ以上にまで達し、トカゲやヘビの中で最大の巨体を誇りました。当時の

海の最強の捕食者でもあり、海のイカ類、魚類、カメ類、アンモナイト類、果ては同種で共食いまでし

ていたとのこと。恐ろしく獰猛であったとされ、小型の個体がより大きな個体に襲われ、食べられてし

まうといった事例も多発していたようです。彼らは、海生ワニや首長竜、魚竜等の多くが絶滅したこと

で、その穴を埋めるように繁栄していき、瞬く間に海の頂点に上り詰めました。嗅覚が鋭く、獲物を発

見しやすかったため、狩りの能力に長けていたことも繁栄の要因になったのでしょう。 

そんなモササウルスの化石が、甑島の鹿島からも見つかっています。モササウルスの餌になる魚やウ

ミガメ、アンモナイトなどの化石もたくさん見つかっているため、モササウルスにとってはご馳走のた

くさんある魅力的な場所だったに違いありません。 
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